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児童会・生徒会を中心に実施していただきたい

「2025年度書き損じハガキ回収プログラム」
案内チラシ配布および回収ＢＯＸ設置のお願い

皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお喜び申し上げます。

日本と同じアジアの国カンボジアには、「悪魔の兵器」と呼ばれる地雷や不発弾の除去活動が必要

な土地が約1700㎢残されており、今でも被害が起きています。一般財団法人カンボジア地雷撤去キャ

ンペーン（以下ＣＭＣ）は、残虐な地雷被害をなくすため、1998年より地雷撤去支援や地雷被害者支

援、地雷原で教育を奪われてきた子供たちへの学校建設など教育支援を実践して参りました。 活動

は、（財）日本国際連合協会「日本国際連合協会会長賞」や福岡市「福岡市市民国際貢献賞」「令和

三年度 外務大臣表彰」など多方面から表彰され、カンボジア政府からも「国家建設第一等勲章」を４

度授与頂いております。

ＣＭＣでは、日本の子どもたちの平和教育と地雷撤去支援・地雷被害者支援・地雷原における教育

支援を連携させた「書き損じハガキ回収プログラム」を行っています。児童会や生徒会の平和活動と

して校内だけでなく地域の皆さんも巻き込む取り組みとして、昨年度は100校以上の全国各地の小中学

校・高校などにご参加頂いています。

つきましては、貴校での国際理解および実践活動としてぜひ本プログラムにご参加頂けますようお

願い申し上げます。本プログラムを通し、児童や生徒みなさんが国際問題に目を向け、その解決に向

け実践し、人の役に立つことの喜びを分かち合えるよう成長されることを願っております。

支援品の回収について：回収の流れについては中面をご覧ください。

依頼事項：■学校内（児童会および生徒会）で書き損じハガキ回収の呼びかけ

※ハガキの個人情報に関しては厳重に管理しますが気になる際は黒マジック、修正テープ等で消してからご郵送下さい。



2024年度 書き損じハガキ回収キャンペーン ご報告
2024年4月1日～2025年3月31日

【 回収結果（2025/4/1時点）】

ハガキ 切手

1,618,868円分
405,560円

1,107枚分

ご支援者 学校/団体様：103 個人様：1249

テレカ（＋その他カード等）

※実際の換金額とは異なります。

2,793,305円

66,177枚

2024年度 総額 4,817,733円相当2024年度 総額 4,817,733円相当

ご支援頂いた皆様誠にありがとうございました。

人道的地雷除去活動を実施するカンボジア

政府機関

【寄付先】 毎年スタディツアーにて実施

幼い頃、少年兵として戦い自らも地雷を埋めた経験を持つアキ

ラ氏が代表を務める地雷撤去団体。アキラ氏がこれまでに撤去

した地雷の数は5万個以上。撤去した地雷などは多くの人に

知ってもらう為にカンボジア地雷博物館に展示されている。

◆ CSHD (Cambodian Self Help Demining)

毎年、現地の地雷撤去団体へ支援金を直接手渡ししておりま

す。昨年度は2024年11月に実施致しております。

◆ MAG (Mines Advisory Group)

イギリスが運営するNGOで1989年より活

動を開始しカンボジアの他約40ヶ国以上で

活動を展開している。

◆ CMAC
 (Cambodian Mine Action Centre)



地雷＝悪魔の兵器
■悪魔の兵器と呼ばれる3つの理由

1.残存性
一度埋められた地雷は半永久的に作動し、戦争が終わって
も被害は続きます。敵方の経済活動を破壊するという目的
を持つ為、農作物が多く採れる田畑や水汲場、木の実や木
材をとる山林や人の集う広場などに多く埋められ、人々を
苦境に追い込んでいます。

2.無差別性
対人地雷は相手を選びません。戦時中、対人地雷が埋めら
れた兵士しか近寄らない最前線や軍事基地も、戦争が終わ
れば民間人の生活の場に早変わりします。その結果、兵士
と民間人、男女、大人と子供の区別なく、踏んだ人の足を
奪います。

3.残虐性
対人地雷は、殺すことよりも怪我をさせることを目的に開発
された兵器です。被害に遭った時、周りの目撃者に精神的打
撃と恐怖心を起こさせ、同時に救護のために負傷兵を運ぶの
に多くの兵力がさかれ、その後の治療やリハビリに多大な費
用を要し敵の経済的負担も負わせるためです。被害者は手足
を引き裂かれ吹き飛ばされ、飛び散った破片で失明すること
もあります。人として生きるための夢や希望も奪ってしまう
残虐なものなのです。

カンボジア地雷撤去キャンペーン
（ＣＭＣ）の理念・目標

■地雷被害者をゼロに
カンボジアは世界でも類を見ない地雷被害大国でした。
1996年がピークで4,320人の死傷者を数え（カンボジア地
雷対策・被害者支援庁）2023年には32人にまで激減しまし
た。つまり27年間で130分の1以下にまで減ったことになり
ます。とはいえ2023年までの被害者は65,037人であり最
大の地雷被害国の1つです。CMCでは地雷撤去を進めるため、
カンボジア政府の地雷撤去組織CMACやイギリスのNGO団
体MAG、CSHDなどに1998年より継続的に地雷撤去資金援
助を行っています。被害者がゼロになるまで継続する所存
です。

■地雷原に学校建設・教育の提供に重点を
地元要請に呼応し地雷原調査を経て撤去作業を行い、安全
になった土地に学校を建設運営しています。学校を建設す
る地域は電気もガスも水道も無いエリアなので教師を定着
させるのも大変でしたが、CMCの現地職員の奮闘により順
調に子どもたちが育っています。かつてカンボジアでは凄
惨を極めたポル・ポト政権時代に人口の４分の1とも言われ
る大虐殺が行われました。その爪痕が今もなお色濃く残っ
ていることが国民の平均年齢が26.5歳（2023年）という事
からも見てとる事が出来ます。急速に発展を遂げる首都プ
ノンペンに対し教育システムが破壊されたままの農村部、
とりわけ地雷原だった地域においては、まだまだ満足に教
育を受けられる状態とは程遠い状況です。子供達にとって
教育とは未来の選択肢を広げる何よりも重要な事です。私
たちは学校建設のみならず、貧困によって教育が受けられ
ないといった状況が改善できるよう今後も様々な角度から
支援を続けて参ります。

■地雷被害者や地雷原の人々への支援
首都圏や都市部の経済発展が進む一方で地雷原の村の
人々や地雷被害者は経済的な格差の広がりに苦しんでい
ます。CMCでは被害者の自立支援や村人の生活向上に
向け、経済特区への就業促進や「さをり織り」の技術習
得などに取り組んでいます。 また、CMCが2005年から
継続してきたラジオ番「ボイス・ オブ・ハート」で
は、被害者の心のケアに止まらず、地雷危険回避啓蒙を
行ってきました。                    



【問合せ先】一般財団法人カンボジア地雷撤去キャンペーン

〒814-0002 福岡市早良区西新1-7-10-702
TEL：092-833-7575     Mail：cmc5963@gmail.com

不明点や回収品の発送に関して等でご質問がございましたら、お気
軽にお問い合わせ下さい。

支援金は、スタディツアーで現地の地雷撤去団体へ直接手渡し
ます。またCMCの現地支援事業にも活用させて頂きます。

一般財団法人カンボジア地雷撤去キャンペーン

mailto:cmc5963@gmail.com


【後援一覧】    

【福岡県】

福岡県教育委員会 福岡市教育委員会 久留米市教育委員会 春日市教育委員会 柳川市教育委員会 八女市教育委員会 宗像市教育委員会

糸島市教育委員会 みやま市教育委員会 筑紫野市教育委員会 小郡市教育委員会 粕屋町教育委員会 志免町教育委員会 新宮町教育委員会

太宰府市教育委員会 古賀市教育委員会 飯塚市教育委員会 田川市教育委員会 朝倉市教育委員会 うきは市教育委員会 大川市教育委員会

宇美町教育委員会 嘉麻市教育委員会 直方市教育委員会 那珂川市教育委員会 遠賀町教育委員会

【佐賀県】 

鳥栖市教育委員会 唐津市教育委員会 伊万里市教育委員会 武雄市教育委員会 鹿島市教育委員会 小城市教育委員会 嬉野市教育委員会

基山町教育委員会

【大分県】 

大分県教育委員会 日田市教育委員会 宇佐市教育委員会 別府市教育委員会 臼杵市教育委員会 津久見市教育委員会 竹田市教育委員会

豊後高田市教育委員会 由布市教育委員会

【熊本県】

合志市教育委員会 八代市教育委員会 天草市教育委員会 山鹿市教育委員会 荒尾市教育委員会 玉名市教育委員会 人吉市教育委員会

水俣市教育委員会 上天草市教育委員会 宇土市教育委員会

【長崎県】

大村市教育委員会 雲仙市教育委員会 南島原市教育委員会 西海市教育委員会 佐世保市教育委員会

【宮崎県】

宮崎市教育委員会 都城市教育委員会 延岡市教育委員会 日向市教育委員会 小林市教育委員会 西都市教育委員会 日南市教育委員会

串間市教育委員会

【鹿児島県】

霧島市教育委員会 日置市教育委員会 阿久根市教育委員会 出水市教育委員会 薩摩川内市教育委員会 いちき串木野市教育委員会

南さつま市教育委員会 志布志市教育委員会 伊佐市教育委員会

【沖縄県】

沖縄県教育委員会 那覇市教育委員会 名護市教育委員会 糸満市教育委員会 うるま市教育委員会

【山口県】

下関市教育委員会 周南市教育委員会 光市教育委員会 長門市教育委員会

【広島県】

広島県教育委員会 呉市教育委員会 尾道市教育委員会 福山市教育委員会 三次市教育委員会 江田島市教育委員会

【岡山県】 

岡山市教育委員会 笠岡市教育委員会 浅口市教育委員会 倉敷市教育委員会 井原市教育委員会 新見市教育委員会

【島根県】

出雲市教育委員会 益田市教育委員会 安来市教育委員会 江津市教育委員会 雲南市教育委員会

【鳥取県】

米子市教育委員会 倉吉市教育委員会 境港市教育委員会

【愛媛県】

愛媛県教育委員会 今治市教育委員会 宇和島市教育委員会 西予市教育委員会 伊予市教育委員会

【高知県】

高知県教育委員会 高知市教育委員会 南国市教育委員会 四万十市教育委員会 須崎市教育委員会 香美市教育委員会

【徳島県】

阿波市教育委員会 阿南市教育委員会 美馬市教育委員会 三好市教育委員会

【香川県】

坂出市教育委員会 善通寺市教育委員会 観音寺市教育委員会 さぬき市教育委員会

【大阪府】

池田市教育委員会 貝塚市教育委員会 門真市教育委員会 箕面市教育委員会 富田林市教育委員会

【兵庫県】

宝塚市教育委員会 尼崎市教育委員会 西宮市教育委員会 豊岡市教育委員会 朝来市教育委員会 淡路市教育委員会 南あわじ市教育委員会

【京都府】

亀岡市教育委員会 向日市教育委員会 南丹市教育委員会 京田辺市教育委員会

【滋賀県】

長浜市教育委員会 草津市教育委員会 湖南市教育委員会 甲賀市教育委員会 近江八幡市教育委員会

【奈良県】                                         【三重県】 

奈良市教育委員会 香芝市教育委員会 伊勢市教育委員会 津市教育委員会

【和歌山県】

岩出市教育委員会 田辺市教育委員会 有田市教育委員会 新宮市教育委員会



【愛知県】

名古屋市教育委員会 東海市教育委員会

【石川県】 【福井県】 【群馬県】 

金沢市教育委員会 白山市教育委員会 福井市教育委員会 坂井市教育委員会 群馬県教育委員会 前橋市教育委員会

【富山県】                                          【新潟県】                                                                             

富山県教育委員会 富山市教育委員会 長岡市教育委員会 上越市教育委員会 柏崎市教育委員会 魚沼市教育委員会

【岐阜県】 【長野県】 

岐阜県教育委員会 飛騨市教育委員会 長野市教育委員会 安曇野市教育委員会

【山梨県】 

山梨県教育委員会 北杜市教育委員会 富士吉田市教育委員会 南アルプス市教育委員会

【静岡県】

静岡市教育委員会 伊豆市教育委員会 菊川市教育委員会 牧之原市教育委員会

【埼玉県】                    【栃木県】                                         

越谷市教育委員会 久喜市教育委員会 宇都宮市教育委員会 小山市教育委員会

【東京都】

板橋区教育委員会 昭島市教育委員会 東大和市教育委員会

【神奈川県】

神奈川県教育委員会 小田原市教育委員会 相模原市教育委員会

【茨城県】

常総市教育委員会 取手市教育委員会 古河市教育委員会 土浦市教育委員会  

【千葉県】

千葉市教育委員会 市川市教育委員会 館山市教育委員会 柏市教育委員会

【福島県】

福島市教育委員会 白河市教育委員会 いわき市教育委員会 会津若松市教育委員会 喜多方市教育委員会

【宮城県】

宮城県教育委員会 名取市教育委員会 富谷市教育委員会 東松島市教育委員会

【山形県】 

山形市教育委員会 鶴岡市教育委員会 上山市教育委員会 天童市教育委員会

【岩手県】   

岩手県教育委員会 釜石市教育委員会 花巻市教育委員会 一関市教育委員会

【秋田県】                                                                     

秋田県教育委員会 横手市教育委員会 大館市教育委員会 由利本荘市教育委員会

【青森県】 

八戸市教育委員会 三沢市教育委員会 五所川原市教育委員会

【北海道】

千歳市教育委員会 恵庭市教育委員会 夕張市教育委員会 美唄市教育委員会 滝川市教育委員会 小樽市教育委員会 苫小牧市教育委員会

釧路市教育委員会
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